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せ
ん
と
う
き

や
さ
と
む
か
い
や
ま

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
八
月
十
日
、
己

の
刻
（
午
前
一
〇
時
）
よ
り
夕
方
ま
で
南
東

の
風
強
く
、
そ
の
後
西
風
に
な
っ
た
。
こ
の

潮
風
が
吹
く
と
不
作
の
元
凶
と
な
る
。
こ
の

こ
と
を
憂
え
月
末
よ
り
大
聖
寺
藩
領
の
農
民
、

肝
煎
・
十
村
を
た
て
て
年
貢
減
免
を
、
再
三

申
請
し
た
。
藩
で
は
、
田
方
立
毛
役
を
任
命
、

十
村
を
随
行
さ
せ
現
地
調
査
に
入
っ
た
。
大

目
付
堀
三
郎
右
衛
門
以
下
郡
奉
行
、
目
付
の

武
士
五
名
と
目
付
手
振
十
村
、
右
村(

現
・

加
賀
市
三
木
町)

の
新
四
郎
、
十
村
肝
煎
等
、

一
三
名
で
組
織
し
た
。
九
月
十
八
日
立
毛
見

立
を
西
の
庄
（
浜
手
）
よ
り
開
始
、
御
用
所

の
評
定
は
意
外
に
よ
し
と
し
て
、
直
通
り(

立

離
し
）
と
し
免
訴
せ
ず
と
決
定
。
こ
の
決
裁

に
不
満
を
持
っ
て
、
十
月
四
日
矢
田
野
ふ
く

ら
の
宮
（
現
小
松
市
矢
田
町
）
に
数
百
人
が

集
結
、
嶋
の
肝
煎
五
郎
右
衛
門
宅
を
襲
わ
ん

と
し
た
が
話
は
ま
と
ま
ら
ず
解
散
。
六
日
、

那
谷
泊
り
の
役
人
を
襲
う
こ
と
で
一
致
。
小

分
校
村
か
ら
那
谷
村
へ
、
泊
り
の
一
行
に
、

夜
中
那
谷
村
肝
煎
権
四
郎
宅
の
大
戸
を
破
っ

き
も
い
り

と
む
ら

正
徳
の
一
揆
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し
ょ
う

と
く

い
っ

き

て
乱
入
し
た
。
月
津
村
久
左
衛
門
の
下
人
が
、

お
っ
と
り
刀
の
郡
奉
行
守
岡
に
向
い
「
免
切

り
は
其
方
次
第
と
聞
く
免
切
ら
ず
ば
逃
さ

じ
」
と
恫
喝
、
他
は
柱
を
打
折
り
、
瓦
を
飛

ば
す
、
諸
士
は
恐
れ
て
裏
口
よ
り
逃
亡
、
観

音
山
の
後
三
光
院
の
草
庵
に
避
難
し
た
。
残

さ
れ
た
御
用
の
挟
箱
よ
り
文
書
を
取
り
出
し

火
に
か
け
た
。
不
動
院
で
は
、
仏
殿
・
書
院
・

庫
裡
を
捜
す
も
も
ぬ
け
の
殻
の
た
め
、
那
谷

寺
の
戸
障
子
、
天
井
を
毀
し
、
道
具
類
を
庭

に
放
り
出
し
た
。
三
光
院
に
い
た
那
古
屋
作

ね
ん
ぐ

た

が
た

た
ち

げ

や
く

じ
き
ど
お

た
ち

は
な

(

中
島
力)

ど
う
か
つ

こ
わ

免切り要求貫徹の場面(想像図) (山本勇氏画) 調査団一行は那谷村で5か所に
分宿。触により終結した群衆は肝煎宅・不動院を攻める。役人の逃亡したあとの
建造物・器具類を破壊した。

不動院周辺図(年未詳、那谷寺所蔵)
那谷寺には、利常より不動院と花王院
に対し社領35石を受けていた。現本

堂のある観音山一帯は中世那谷城の
一部でもあった。右側中央は石橋。
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左
衛
門
（
郡
目
付
）
は
滝
ケ
原
か
ら
山
手
を

選
び
、
大
聖
寺
藩
に
通
報
さ
せ
た
。
奉
行
の

足
軽
三
人
は
、
群
衆
の
中
を
突
破
帰
庁
し
た
。

対
立
す
る
中
で
、
新
四
郎
、
権
四
郎
を
中
使

に
し
、
数
度
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果
、
「
六

分
は
御
用
捨
と
す
る
」
証
文
を
取
り
つ
け
た
。

一
方
、
七
日
不
動
院
よ
り
連
絡
を
う
け
た
寺

社
奉
行
・
藩
邸
は
、
緊
急
協
議
、
鎮
撫
の
た

め
勘
定
奉
行
、
大
目
付
を
派
遣
、
那
谷
寺
花

王
院
で
農
民
側
と
会
談
し
た
。
数
千
の
群
衆

の
中
、
大
目
付
は
村
役
を
招
き
意
向
を
問
う
。

「
四
歩
上
納
、
六
歩
捨
免
」
の
他
、
串
茶
屋

茶
問
屋
廃
止
、
大
聖
寺
紙
問
屋
の
停
止

も
せ
ま
っ
た
。
六
歩
御
用
捨
は
承
諾
、

他
は
後
日
沙
汰
す
る
と
し
て
解
散
を
命

じ
た
。
一
揆
は
こ
れ
で
終
息
せ
ず
、
帰

路
の
一
行
は
、
杉
ノ
木
街
道
と
大
聖
寺

道
と
の
分
岐
点
で
、
「
茶
場
の
者
は
之

よ
り
串
茶
屋
問
屋
に
押
寄
せ
る
、
一
人

も
引
き
取
る
な
」
と
怒
鳴
り
、
串
茶
屋

へ
な
だ
れ
込
む
。
当
時
唯
一
の
廓
街
は

大
騒
動
と
な
り
、
茶
屋
甚
四
郎
宅
は
乱

暴
狼
藉
の
た
だ
中
に
な
っ
た
。
こ
の
動

き
は
さ
ら
に
拡
大
、
九
月
に
な
り
大
聖

寺
の
塩
・
紙
扱
い
の
役
人
宅
へ
、
ま
た
、

山
代
・
山
中
へ
も
波
及
す
る
動
き
と
な

り
、
藩
内
一
円
警
戒
厳
重
と
な
っ
た
。

こ
の
騒
動
に
対
し
て
、
金
沢
宗
藩
へ
早

飛
脚
、
江
戸
藩
庁
へ
は
急
使
派
遣
と
混

乱
す
る
。
両
藩
協
議
の
結
果
、
米
の
あ

村
一
人
当
十
二
名
が
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。

い
ず
れ
も
罪
状
は
一
揆
と
別
件
の
も
の
で

あ
っ
た
。
最
後
に
那
谷
村
肝
煎
権
四
郎
の
み

首
謀
者
と
し
て
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、

石
川
郡
・
越
中
砺
波
郡
に
も
同
様
の
騒
ぎ
が

あ
っ
た
。

(

山
前
圭
佑)
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な
か
つ
か
い

る
だ
け
を
納
め
、
残
り
は
御
貸
米
に
す
る
と

し
た
が
、
四
歩
六
歩
を
押
し
通
し
、
結
果
的

に
は
年
貢
米
の
六
割
減
と
な
っ
た
。
首
謀
者

に
対
し
て
検
挙
せ
ず
と
の
方
針
を
出
す
が
、

翌
三
年
春
、
田
尻
村
伝
右
衛
門
、
矢
田
野
村

勘
兵
衛
等
四
人
、
月
津
村
よ
り
二
人
、
日
末
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